
病床の確保について
○病床の確保状況

フェーズⅣ（ピーク期） 全病床数 うち重症病床数

①計画数 1,400 200

②確保数 1,095 122

①と②の差 ▲305 ▲78

○305床の確保に向けた取り組み
（１） 専用医療施設の整備による確保（＋215床）

・一般医療をこれ以上圧迫しないため、別枠で320床を公募により配分する
・配分の内訳は、215床(新たに確保する病床数)＋105床(病院内のコロナ病床を専用医療施設に移す分)を予定
・医療機関が敷地内または隣接地に仮設のコロナ専用病棟を整備する経費を補助

（２）県立病院における更なる病床の確保（＋90床）
・県民の安心安全のため、フェーズⅣで165床を確保（75床→165床）
⇒ 確保している1,095床に（１）と（２）を加え、フェーズⅣの1,400床を確保

（３）重症病床の不足分78床は、上記取り組みに合わせて順次進める。
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インフルエンザワクチン接種補助事業の検討

予防接種法に基づくインフルエンザワクチンの定期接種の対象者
○ ６５歳以上の方

○ ６０～６４歳で心臓、腎臓や呼吸器の機能に障がいがあり、身辺の日常生活が極度に制限されている方

○ ６０～６４歳でヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な方

対

象

者

補助先

概

要

早期ワクチン接種を促すため

市町村

補助内容

補助対象期間 １０月～１２月ワクチン接種分

○ インフルエンザ流行期
に発熱患者が増え、新型
コロナウイルス感染症患
者と区別がつかなくなる。

○ インフルエンザ重症者
が増えると肺炎などの重
症合併症が起きる。

現 状

医療現場の
負担増大

重症化リスクの高い高齢者に対し、接種費
用の自己負担を無償とすることにより、イン
フルエンザワクチン接種を促す。

対 策

発熱者や重症者を減らすことによる

医療現場の負担軽減

補
助
ス
キ
ー
ム 市町村が設定した自己負担額
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・季節性インフルエンザの流行期には多数の発熱患者の発生が予想されるが、新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザを臨床
的に鑑別することは困難である。
・これまでの検査体制では、多発する発熱患者を診療、検査することが困難であるため、住民の身近な医療機関で新型コロナウイルス感
染症と季節性インフルエンザの両方を診療・検査できる新たな体制を10月をめどに整備する。

次のインフルエンザ流行に備えた体制整備について

現行の検査フロー 新たな検査フロー原則非公表

・新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザ両方の診療・検査を行う、「診療・検査医療機関（仮称）」を指定する。
・国から示された指針に基づき、必要な医療機関数、検査数について目標値を定めた新たな検査体制整備計画を策定する。
・特定の医療機関に負担が集中しないよう、目標に定めた必要十分な数の機関を確保するため、体制整備を支援する。

今後取り組む事項

地域の医師会等とも協議・合意の上公開

保健所等
（帰国者・接触者
相談センター）

帰国者・接触者外来

同等の機能を有する
医療機関

発熱外来PCRセンター

患
者

地域の診療所等
（かかりつけ医）

原則非公表であることから、まずは保健所等に相談する場合が多く、多数の患者を検査することは困難 直接かかりつけ医で検査ができるようになることから多数の患者の検査が可能になる

かかりつけ医
（診療・検査医療機関（仮称））

受診・相談センター
（仮称）

診療・検査医療機関
（仮称）

かかりつけ医のいない方、相談する受診医療機関に迷う
方

かかりつけ医がいる方

患
者

新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの
両方を対応可能
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埼玉県におけるイベントの取扱いについて
（特措法第24条第９項）
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分 類 内 容

プロスポーツイベント等
（全国的移動を伴うもの）

◆参加人数、収容率は、国の目安を上限

・参加人数の段階的な引き上げ
・感染防止措置に万全を確保できる参加人数

などの宣言を要請

・開催結果を検証し、改善点などを発表

・国及び県の接触確認アプリを必ず導入

その他のイベント

◆国が示す目安を上限

◆大規模イベント（参加人数1,000人超）では、

・感染防止措置に万全を確保できる参加人数
などの宣言を要請

・国及び県の接触確認アプリを必ず導入
※すべて９月１９日から１１月３０日まで



家庭内での感染防止についてのお願い

◆３つの密を避ける

◆外出先でも手指の消毒、マスクの着用、社会的距離の確保

◆帰宅後、直ぐに手や顔を洗う

◆定期的に換気、手で触れる共用部分の消毒

◆高齢者や基礎疾患のある方には特に注意

＜ウイルスを持ち込まない＞

＜体調が悪いなど感染が疑われる場合＞

◆できるだけ部屋を分ける、家庭内でもマスクを着用
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